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委託業務仕様書案 

 

１ 委託業務の名称 

  観光地における混雑状況分析・情報発信業務 

 

２ 委託業務の目的 

当県では，観光地までのアクセス手段として，自動車が大半を占めるため，交通渋滞に

より観光地での滞在時間の減少が懸念される。また，観光施設においても，時間帯によっ

ては，特定の施設が混雑し，施設での滞在時間や訪問施設が減少することにより，観光客

の消費機会を損ない，観光消費額の減少につながる恐れがある。 

本業務では，観光施設や周辺駐車場における混雑状況を可視化し，ＷＥＢサイト等を活

用した情報発信を行うことにより，近隣施設等への周辺観光を促し，観光消費額の向上を

目指すものである。 

 

３ 委託期間 

  契約締結の日から令和５年３月 15日まで 

 

４ 委託業務内容 

  以下のとおり，観光地における混雑状況分析・情報発信業務の一切の業務を行うこと。 

 （１）ＡＩカメラ等を活用した混雑状況の分析 

  イ 実施場所 

    県内観光地における渋滞状況や施設内の混雑状況を踏まえ，県内１～２か所程度 

を提案すること。なお，実施場所については，渋滞・混雑状況や具体的な事業内容を 

元に，発注者と協議の上，決定する。 

また，事業実施に当たっては，施設管理者と調整を行うこと。 

  ロ 使用する機器 

    本業務において使用する機器は，施設や駐車場の混雑状況を把握できる等，事業目

的を達成するために必要な性能を有する機器を使用すること。なお，備品の調達に当

たっては，基本的にレンタル対応とすること。 

  ハ 設置台数 

    事業目的達成のために最低限必要な台数とすること。 

  ニ 把握する情報 

    事業成果を分析するために，事業開始前の渋滞状況及び混雑状況も含めて調査す

ること。 

  （イ）観光施設 

   施設の混雑状況（空き情報等）や待ち時間情報 

  （ロ）駐車場 

   駐車場の混雑状況（空き情報等）や待ち時間情報 
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  （ハ）周辺道路 

   周辺道路の渋滞状況 

 

 （２）デジタルマップを活用した情報発信 

  イ 掲載情報 

    掲載する情報は，対象とする観光エリア（※）内に存在する観光施設情報（施設・

店舗名，施設画像，電話番号，ＷＥＢサイト，営業時間，休業日，アクセス方法等），

施設の混雑状況（空き情報等），駐車場の混雑状況（空き情報等），周辺道路の渋滞状

況，施設までの案内表示を始め，通常の地図が有する情報（道路や施設等）を表示す

ることとし，利用者が混雑状況を把握しやすい情報表示に努めること。 

    なお，観光施設の情報については，施設管理者が自施設の情報を自由に編集可能と

する等，リアルタイムでの情報表示や運営側での人的コスト削減に努めること。 

 

   ※ 観光エリア内の範囲については，施設の周遊を促すに当たり，移動が容易な範囲 

を指し，具体的には発注者と相談の上，決定すること。 

 

  ロ ＷＥＢページの構成 

    スマートフォン，タブレット端末等マルチデバイス対応を必須とした上で，利用者

が，施設検索や混雑状況を容易に確認できる仕様とすること。 

 

  ハ 使用するデジタルマップ 

    デジタルマップは，利用者の利便性を考慮し，他自治体等での導入事例が複数ある

など，汎用性の高いものを使用することが望ましい。 

 

  ニ 利用促進に向けた情報発信 

    本件事業が積極的に活用されるように，ＷＥＢページの閲覧・利用を促すための広

報活動を行うこと。 

 

  ホ 次年度以降の継続使用 

    発注者が，本業務で作成したデジタルマップを，次年度以降も継続して使用する場

合は，再度，開発等を行うことなく，使用することができるものとする。 

 

 （３）観光客の属性や行動データの分析 

  イ 分析目的 

    ＷＥＢページの利用状況や周遊性の分析が可能となるように，以下の項目を参考

に，分析方法及び分析可能な項目を提案すること。なお，県が設定するＫＰＩの達成

状況を把握するため，（イ）は必須とする。 
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  ロ 分析項目 

  （イ）ＷＥＢページ利用者数 

  （ロ）観光施設ごとの滞在時間（利用者） 

  （ハ）観光施設ごとの性別構成比（利用者） 

  （ニ）観光施設ごとの年代構成比（利用者） 

（ホ）観光施設間の相関性（行動データの把握） 

（ヘ）観光施設間の移動手段 

 

  ハ 実施方法 

    分析に当たって，システムを設計・構築する際には，既存のシステムの活用を前提

とし，経済的な手法を選択すること。 

 

  ニ データを活用した現状分析・改善提案 

    本業務で得られたデータを活用し，混雑の発生要因などの現状分析を行うと共に，

今後の混雑対策について，改善提案を行うこと。 

 

（４）その他 

 イ スケジュール 

   スケジュールについては，以下の表１によることとし，詳細なスケジュールについ

ては，受注者決定後に，発注者と協議するものとする。また，事業の進捗状況等につ

いて，発注者の求めに応じて，報告を行うこと。 

【表１】事業スケジュール 

R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1 R5.2 R5.3 

       

 

 ロ 目標数値の設定 

    本業務が目指す目標数値は以下の表２のとおりとする。なお，事業終了時に，目標

数値を達成できなかった場合は，その理由を分析し，報告すること。 

【表２】目標数値の設定 

目標数値 

利用者数 100 人以上 

モデル地域における渋滞等

解消時間 

58 時間 

AI カメラ等の機

器調達・ 

WEB ページの作

成・試験運用 

運用開始・データ収集 

分析結果とりま
とめ等 
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 【目標数値設定に係る基本的な考え方】 

 （イ）利用者数 

  事業目的に照らし，ＷＥＢページ閲覧者数を利用者数とする。 

 

 （ロ）モデル地域における渋滞等解消時間 

  一定区間における１台当たりの通行時間の短縮時間に，通行台数を乗じて積算する。 

 

 ハ 次年度以降の運用費用 

次年度以降の業務の参考にするために，本業務の見積とは別に，本業務と同一の期

間で事業を実施した場合の具体的な経費を示すこととし，経費の内容毎に金額を積

算すること。 

 

５ 成果品 

受注者は下記により，４の業務に関する成果物を発注者に提出するものとする。 

（１）提出物 

イ 業務完了報告書 

ロ その他業務で作成した成果物 

（２）提出方法 

紙媒体及び電子データ（CD，USB 等）を各１部提出すること。 

（３）提出期限 

令和５年３月 15 日（水）までとする。 

（４）提出方法 

持参又は郵送とする。 

（５）提出先 

    〒９８０－８５７０ 仙台市青葉区本町三丁目８番１号 

    宮城県経済商工観光部観光政策課観光政策班 

（宮城県庁行政庁舎 14 階） 

 

６ 業務成果の取扱い 

  本業務による成果品の著作権は発注者に帰属するものとし，また，発注者は，本業務の

成果品を自ら使用するために必要な範囲において，随時利用できるものとする。 

 

７ 機密の保持 

  受注者は，本業務（再委託をした場合を含む。）を通じて知り得た情報を機密情報とし

て扱い，契約の目的以外に利用し，又は第三者に提供してはならない。また，本業務に関

して知り得た情報の漏えい，減失，毀損の防止及びその他適正な管理のために必要な措置

を講じること。契約終了後も同様の扱いとする。 
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８ 個人情報の保護 

  受注者は，本業務（再委託をした場合を含む。）を履行する上で個人情報を取り扱う場

合は，個人情報保護条例（平成８年宮城県条例第 27 号）を遵守するほか，別記個人情報

取扱特記事項を遵守すること。 

 

９ その他 

本仕様書に定めない事項及び疑義が生じた事項については，その都度発注者と協議す

る。 


